
コンピュータ教室等リプレイス事業に係るプロポーザル審査 評価者：　　　　　　　　　　　　
評価項目及び評価基準

特に優れ
ている

優れてい
る

普通
やや劣っ
ている

劣ってい
る

３０点

（記載して欲しい内容例）

本学の教育の特色（コンピュータ教室の活用等）を理解しているか

全学必携でのBYOD環境とコンピュータ教室との調和及び効率的
な運用をどう実現するか
ラーニングコモンズとコンピュータ教室との調和及び効率的な
運用をどう実現するか

２０点

（評価ポイント例）

提案内容が実現性の高いものであるか

提案内容に独自性や工夫があるか

３０点

（記載して欲しい内容例）

１の教育活動を意識した上で、具体的に記述されているか

導入体制図、運用体制図、担当者のこれまでの実績、トラブル
発生時の対応に対する社内体制図等

２０点

積算単価や数量が企画提案に見合ったものになっているか

※価格評価

講評

※１　評価項目の名称は、該当業務の内容に応じて変更又は細分化し適切に定めるものとする

※２　例：価格評価は、見積価格上限額と最低見積価格の差額を５で除した額をＡとし、次の採点基準

　　に当てはめ評価する

　最低見積価格以上、　　　　　（最低見積価格＋Ａ）　　未満

（最低見積価格＋Ａ）以上、　　（最低見積価格＋Ａ×２）未満

（最低見積価格＋Ａ×２）以上、（最低見積価格＋Ａ×３）未満

（最低見積価格＋Ａ×３）以上、（最低見積価格＋Ａ×４）未満

（最低見積価格＋Ａ×４）以上、　見積価格上限額以下

小　計

合　計

評価点

小　計

３ ５年間の保守及び運用体制に関する項目

小　計

４ 見積価格に関する項目

評価項目 配点

１ 本学の教育活動の活性化に関する項目

小　計

２ 企画提案書、プレゼンテーションに関する項目

評価採点基準
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	評価基準

